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問題の所在



  

本件により期待できる成果

 高齢者（主に年金需給層）が蓄積した知識や
経験の有効活用と収入確保　

 親の子育てにおける疑問解決と、子供自身
の成長欲求に応えられる環境の構築

 子供の自主性尊重と、安全のための監視環
境の両立

 知識の獲得



  

ソリューション名

 ポケットじいちゃん危機一発 

 通称「ポケじい」



  

青空教室

 タルはユビキタスネットに接続されている



  

三世代をつなげる構造

 おじいちゃんの知恵を「現場」で活用！



  

「知恵」の「品質保証」はしません！

コミュニケーション重視だから



  

2010年に向けて

 ＩＣチップの小型化

 無線通信の普及

 検索システムの変化

　→検索ワードがなくても知りたいことを探せる



  

鍵：提供者、利用者の個人端末



  

樽：公共設置端末



  

接続時イメージ



  

システム全景



  

青空教室

 タルはユビキタスネットに接続されている



  

シナリオ～おじいちゃん～



  

シナリオ～子供～



  

シナリオ～親～



  

特色１：エマージェンシーボタン

 救急車両や警察官が、老人宅や現場へ駆け
つけるシステム 

 子供が危険を感じたとき、近くの樽端末に鍵
を挿して助けを求めることが可能



  

特色２：鍵端末の特徴

付属のカメラで画像が取り込める

　→コミュニケーションの種

登録機能

　→仲良くなったおじいちゃんとすぐ繋がれる

派生案として…

専用鍵（集める楽しさ、対戦）



  

特色３：新しいお金の循環

 寝たきりの老人にも雇用機会

 質問１件につき100円の収入で

　1日に10回質問を受け付けたとする…

　　労年齢基礎年金は約６４０００円

　　およそ半分程度が稼げる→生活費の足し

 子供が利用した分、親は後に支払いを自動引き落と
しで

 ネットワークが安定し、後からコンテンツを配信でき
るようになれば派生ビジネスが



  

成果のまとめ

 高齢者の収入を確保
新しいお金の循環

 子育てにおける疑問解決。子供の成長欲求
に応えられる環境の構築
 おじいちゃんの知恵

 子供の自主性尊重と、安全のための監視環
境の両立
 エマージェンシーボタン等



  

実現課題

 普及過程
コンテンツが双方向型のため、はじめに参加
する老人をどう集めるかが問題

　→リアルタイム通信の偶然性に依拠するため

 端末、ネットワークの維持費

 設置費用、製作費用

 人件費、店の固定費



  

将来性

 三世代、同世代の関係を密にする

　→より便利に


